






















2007 年 9 月 18 日~2007 年 9 月 30 日
2.対象
対象者は当病棟職員 20~30 歳代(平均 28.6 :l 
5.02歳)の女性職員で、排腹部 30~ 41 cm (平均




































































種類 測定時期 内線上部の装着圧倒mHg) 跡腹部の装着圧(mmHg) 大腿後面の装着圧(mmHg) 膝上からの長さ(cm)
平均撞+醇準鍾差 平均i車+彊準彊差 平均撞+欝準畳差 平均i車+彊笠置差
ストッキング、運動前 12.72土3.08 13.95土2.50 8.14土1.96 30.22士2.77
運動後 12.80:!::3.78 13.72:!::2.15 7.93:!: 1.83 29.90:!::2.67 
P値 0.9147 0.6288 0.5816 。‘5531
弾性包帯 運動前 10.24土3.88 10.31土2.26 7.64:!::2.19 18.79土3.73
運動後 1 0.82:!: 3.95 9.63土2.07 6.13土3.15 17.05土4.95
P値 0.4575 0.1178 0.0065 0.0493 
軍曹
3.08mmHg、運動後 12.80:c3.78mmHg、排腹部
は運動前 13.95土 2.50mmHg、運動後 13.72土
2.15mmHg、大腿部は、運動前 8.14土 1.96mmHg、






部は運動前 10.31土 2.26mmHg、運動後 9.63:c 
2.07mmHgと有意差を認めなかった (p> 0.05)。
大腿部は、運動前 7.64:c 2.19mmHg、運動後 6.13
:c 3.15mmHgであり、運動後が運動前よりも装着
圧に有意な減圧を認めた (p= 0.0065)。 膝上か
らの長さは運動前 18.79士 3.73cm、運動後 17.05
:c 4.95cmであり、運動後が運動前よりも長さに有
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